
【アフガニスタン】

　SIGNALの前身、KIANニュースの
「海外生活レポート」で４年に渡り、
戦禍の絶えないアフガニスタンから
レポートを届けてくださった紀子
デスレフツさんが、2009年5月に、
無事、オーストラリアに帰国されま
した。
　アフガニスタンの眼科医を研修し
て欲しいという要請に応え、彼の地
に赴任したご主人に、紀子さんも同
行。4年間の活き活きとしたレポート
の最後のまとめとして、帰国後の感
想をここにご紹介します。
　また、KIANに掲載していたレポー
トの原文は英語で書かれていたた
め、親友の泉晶子さんが、毎回、翻訳
に協力してくださっていました。こ
こに感謝申し上げます。
（交流協会　編集担当：本庄由美）　

　2005年3月に私達はカ
ブールに到着しました。あれ
から4年以上が経っているな
んて、信じられない思いです。
　WHOの2020年ビジョンの
声明から、治療可能な失明を減
らすことを目的とした眼科医の
研修を夫が頼まれ、私たちはアフ
ガニスタンの地に赴きました。
　その研修もようやく終わりを
迎え、シドニーに程近い我が家に
帰る時がきました。
　病院や私が英語を教えていた所

でさよならパーティーを開いていた
だきましたが、心が引き裂かれる思
いでした。
　もちろん、24時間電気のある生
活、日常生活を快適に暮らすための
諸々の基盤、無尽蔵にある物やサー

紀子 デスレフツ さん
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現在はオーストラリア在住

ビス、町を歩いたり車を運転する自
由、家族や古い友人たちと過ごす時
間をどれほど待ち焦がれていたこと
か。しかし、極端な寒暖、たびたび直
面させられた身の危険にもかかわら
ず、私たちは、職場や生活をともにし
たアフガニスタンの人々を愛してや
みません。
　戦争で引き裂かれた国にあって、数

え切れないほどの苦闘や傷みを抱え
ながらも、失われることの無かった
彼らの快活さや、温かなもてなしを
私たちは決して忘れないでしょう。
　この国の言葉を習えたこと、自国の
平和を願いつつ、日々多くの困難に
直面しながらもなお、周りの人を励
まし続ける人々と共に生活できたこ
とは、特別なことだったと思います。
　私たちの友達の何人かは、爆弾や射
撃、地雷によって手足を無くし、ほとん
どの人がその日暮らしをしています。
　なかには「とても裕福」な人もいま
したが、非常に稀でした。それに引き
換え、戦争で家族がひとりも死んで
いないという人に会うことは、まず
ありませんでした。
　アフガニスタンの人々は心から
恐怖や貧困のない生活を切望して
います。
　また、彼らはことわざが大好きで
す。その中で私の大好きなことわざ
のひとつに、” A drop, a drop and a 
river it will be.”というのがあります。
　他人を助けるために私達ができる
ことは、小さな取るに足りないこと
かもしれません。でも、その「小さな
一滴」が積もり積もってやがては川
となるように、私たちの祈りはやが
てアフガニスタンに恒久の平和をも
たらすことでしょう。
　たとえそれが、小さな小さな手掛
かりだったとしても・・・
（英語原文・写真提供：紀子デスレフツ）　

（翻訳：本庄由美）　
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プロフィール：
幼少よりサッカー、ハンドボールのク
ラブチームに所属し競技を経験。1990
年来日。
2004年よりビラ・ド・レゲエ師に師事。
カポエイラの修行と普及活動を行う。

カポエイラとは？
　ブラジル文化の一つで、極めてユニークな伝統的な
格闘技。「格闘」・「遊技」・「舞踊」の要素が組み合わさって
成り立っている。歴史は古く、労働力としてアフリカか
ら連れて来られた黒人奴隷が、自らが受け継いだアフ
リカの伝統文化を元に、様々な工夫を凝らし、現在の格
闘技として伝えられるカポエイラの原型を編み出した
と言われている。
　また、身を修めるための宗教的儀礼や哲学・教育的な
側面も持っており、その意味では東洋における「道」（柔
道・剣道・書道・茶道など）の概念に似ている。
　加えて、「ふざけ合う」「化かし合う」といった遊技性
もあり、頭脳プレーの奥深い楽しみに充ちている。

岡本さんが代表をつとめる“FILHOS DE PALMARES”
http://filhosdepalmares.esterchan.com/より

▲岡本シドニー薫さん

ブラジル連邦共和国サンパウロ出身
岡本 シドニー 薫さん

来日のきっかけ
　父が祖父（日本人）の事で来日する事になりま
した。当時、私は17才で外国に行けるだけで楽し
いと思ったし、珍しい買い物もしたかったので、
父についてきたのがきっかけです。
　ブラジルにいるときは知らなかった
文化に触れ、もう少し日本で勉強しよ
うと思いました。父の従兄弟の知り合
いを通して会社に勤めることになり、
川崎勤務になりました。1年間の予定で
したが、「もう半年」と言われ、一度ブラ
ジルに帰りましたが、また同じ会社で
仕事に就き19年間続いています。

日本語の習得
　挨拶程度では友達もできませんでし
たが、会社が「日本語を勉強しなさい」
と、夜間日本語教室に通わせてくれま
した。夜遅くなり、電車がなくなって、
歩いて帰ることもありました。 
　半年後、鶴見の日本語の会話サーク
ルに入会し、プライベートでも話し合
える友達ができました。

来日して驚いたこと
　日本の学校は小・中学校では厳しいけど、高
校は緩やかでアバウトですね。ブラジルでは高
校に入るのが難しく、大人になる自分に責任を
持つことをより自覚させられます。親には絶対
口答えはできません。日本に来て、子供が親に

向かって「うるせー」と言うのを聞いてびっく
りしました。ブラジルでは、小さい時は親に迷惑
をかけても、14、5才頃になると殆どの人は自分
に責任を持つようになります。また、両親は敬う
べき存在です。私はやっと最近になって、親と冗
談を言い合えるようになりました。

カポエイラのきっかけ
　幼いときから遊びでカポエイラらしき事は
やっていました。昔は危険な競技ということで
ブラジルでは禁止されていましたので、禁止が
とけても偏見から親に「何をやっているんだ」と
よく叱られたものです。
　日本に来て会社に入り、日本語だけの環境で
ストレスがたまって、体を動かしたくなり、公園
などでストリートダンスを楽しんでいました。
　そのうち「ザ・フェイス」というアメリカ人・韓
国人・中国人・ブラジル人などの20人ほどのメン
バーと知り合いになり、週末にはダンスをした
り、バーベキューをしたりして交流が深まりま

した。この仲間でカポエイラをやろうと
いうことになり、サンパウロのアカデ
ミーでカポエイラを続けていた弟が指
導してくれるようになりました。

カポエイラの魅力
　相手をノックアウトする競技ではな
く、音楽に合わせた技の応酬で点数が決
まります。ルールもその時の状況によっ
て決められます。決められた枠の中で、
相手に触れずに音楽や歌に合わせて技
を変え、メッセージを伝えます。相撲の
立ち会いのようなもので、タイミング・
水面下の駆け引きなどで、瞬時に技を決
めます。
　カポエイラをやりながら、「相手の心
理をつかむ訓練」をし、「目を離さない」
「背中を見せない」「最後まで頑張る」と
いったことが身に付いてきます。
　会社でプレッシャーをかけられてス

トレスが多くなり、倒れたこともあったけど、カ
ポエイラを始めてからはストレスがうまく解消
できて、笑えるようになりました。
　一昨年、国が正式にブラジル独自の文化と認
め、ルールも正式にまとめられつつあります。現
在は115カ国にカポエイラが広まり、グループそ
れぞれでルールを決めて楽しん
でいます。年齢・男女
を問わず、誰でもど
こでもできるのも
魅力の一つです。

▲岡本さんとメンバーの
　本多さん

▲カポエイラの練習風景

お
か

も
と

か
お
る

（取材・文・写真：
　　編集ボランティア
　　福地直子、日地谷美樹）
（写真：交流協会　編集担当　加藤恵美）

（フィーリョス・ヂ・パウマーレス）
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